
の
自
料
品
は
、
ま
だ
ま
だ
中
途
半
端
な
も
の
で
あ
っ
た
り
彼
は
所
設
奮
時
代
の
イ

ソ
テ
リ
で
し
か
な
く
、

H

人
間
μ

に
つ
い
て
考
察
す
る
タ
イ
プ
の
作
家
で
は
あ

り
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
世
雰
制
艇
が
菰
め
て
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
三

と
も
亦
自
然
だ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
彼
は
、
康
有
信
州
ら
の
運
命
に
は
同

情
し
て
も
、
問
問
年
の
孫
文
及
び
そ
の
一
涯
に
は
宅
ほ
ど
の
同
情
も
示
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
だ
が
問
題
は
ま
だ
残
さ
れ
る
。
思
う
に
、
我
々
が
一
ー
娩
清
」
の

立
味
に
魅
了
さ
れ
た
時
は
じ
め
て
、
小
説
に
新
し
い
方
向
づ
け
を
輿
え
る
に
最

っ
た
作
家
・
呉
新
人
の
存
心
仕
立
、
設
は
佼
俸
を
帯
び
て
く
る
に

し、。。
鐘
際
「
詩
口
問
」
研
究

富

安

泰

正

。
王

将
判
V

百
行
4

丸

橋

紀

久

校

月
洞
数
議

於
東
京
敬
育
大
事

鈴
木
、
今
井
委
員

て

六

朝

の

一

詠

一

懐

詩

に

つ

い

て

大

皐

院

沼

口

一
、
可
罵
援
の
「
天
道
」
に
糾
問
す
る
懐
疑
と
不
信
に
つ
い
て

大
開
学
院
中
村
嘉
弘
氏

一

、

持

に

反

映

せ

る

毘

清

戦

争

大

壌

続

掛

川

常

安

氏

一
、
明
治
初
期
松
本
迭
に
お
け
る
漢
字
の
援
態

i
近
代
と
漢
壌
に
つ
い
て

i

島一
4

合

柔

報

。
昭
和
三
十
七
年
度
諜
文
拳
禽
総
曾

〔
漢
文
教
育
研
究
曾
〕
六
月
二
十
三
呂
(
土
)

一
、
研
究
援
業

二
年
、
漢
文

一
、
研
究
禽

的
関
舎
の
鮮

川

w
蛍
番
技
挨
拶

ん
ゲ

赤
城
蓋
高
校

ん
ゲ

付

んマ

質
疑
討
論

づ'

〔
研
究
稜
表
曾
〕

六
月
二
十
四
日
(
日
〉
司
ム
智

於
赤
城
蓋
高
校

司
A
W問

月

洞

譲

氏

志
賀
委
員

志
賀
委
員

吉
田
校
長

土
肥
ハ
税
務
主
任

多
和
田
鶴
語
科
主
任
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ム
ヤ
ト
J

時
吋

V

H
1刈
ノ
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信
州
大
事

千

原

勝

美

氏

て
歌
隊
修
の
態
度
!
宋
代
総
点
以
解
棒
史
か
ら
み
て

i



商
館
大
間
四
ザ

総
司
日
々
、
詳

イ

:iノ
d
/
抗
告

〔
総
禽
〕
一
、
開
舎
の
鮮

一
、
報
告
並
に

ω議
長
選
出
ハ
寺
問
耀
合
氏
)

ω各
部
報
告

ω
庶
務
報
告

例
研
究
部
〈
一
)
報
告

り
研
究
部
(
二
)
報
告

ω議
事

約
昭
和
三
十
六
年
度
牧
支
決
算

制
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
議
算

付
命
拘
則
畿
一
史

禽
剤
、

MWω
「
東
京
教
育
大
祭

典
準
」
の
八
字
を
加
え
る
事
を

川
門
委
員
改
選

在
の
四
氏
を
委
員
と
し
て
選
出
す
る

内

野

熊

一

郎

鎌

田

正

鈴

木

諺

次

帥
そ
の
他

一
、
関
A

抑
制
の
僻

〔
懇
親
曾
〕

司
禽
者

鈴
木
委
員

牛
島
委
員、、

J

待、i
l
A
F
】

バ
V
勺
l
l
h

島
委
員

司
禽

一
日
(
月
〉

11詰
手口

n
H
1
ι
t
h
コ心、

引
川
H

オ
Y
必
討
中
内
リ

PLf

与

え

1
1
7
M
ん
V
〈
亡
、

初
出
山
口
川
「
け
心
情
叫
品
開
戸

寺

悶

穏
λ

官
民

牛
島
委
員一

郎

於
東
京
敬
育
大
事

京
都
大
摩
救
援

「
中
間
研
究
の
意
義
」

O
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
月
例
合

一
、
一
月
例
禽

史
記
に
お
け
る
我
が
閣
の
優
位
性

i
扶
注
の
残
存
を
中
心
と
し
て
!

大
事
院
修
士
課
税

大
串
焼
修
士
談
程

同
一
部
時
代
の
愛
関
詩
人

一
、
二
月
例
愈

文

翠

諮

話

と

す

玲

批

判

大

皐

院

修

士

課

程

叢
仲
成
約
一
の
針
策
せ
る
年
代
に
つ
い
て
の
一
考

た
、
李
完
彦
士
課
程

-
J
f
d
Hド
h
f
q
i
俳
句
由
主
[
吋
，
m
l
d

詩
諮
と
し
て
の
「
桃
花
源
」
(
又
は
桃
源
〉
に
つ
い
て

大
同
学
院
修
士
課
恕

O
昭
和
一
一
一
十
八
年
度
漢
文
間
半
関
係
諜
義
一
覧

ハ
円
一
般
教
育
科
白

内
野
救
援

小
林
教
授

外
関
誌
牛
島
助
教
授

ク

Cコ

1
1叫し
3

，
守
口
同
出
笥
川

二、一一、

。
長
谷
川
一
講
師

ク~ 

志 j凍タ

与す

Jケ

議i
S蔀

ろ，。

d少

~ 

(
思
想
)

(
文
事
〉

(
文
治
)

。郡山一部〉

(
作
文
)

(
作
文
〉

(
命
阜
…
一
川
〉

(
文
法
)

(
訴
誤
)

古
川
↓
平
次
郎
氏

背

木

五

郎

氏

許

常

安

氏

小
倉
勇
一
一
一
氏

金

子

彰

男

氏

7
J
Zサ
寸

'
t

，

-J
千
ト

v-

、
札

J
a
g
t
t

}j)y 
j3:ミ
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6

9
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¥

1

J

め
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よ
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づ
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別
山
v
d
発

e
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ま
注
老
子
講
義

公
竿
俸
注
疏
演
習
諮
讃

中
関
言
語
開
館
講
義
〈
史
記
の
文
法
)

唐
詩
の
統
合
的
研
究

ノミ/、
ap
、島》
J

J

，p
a
e
、，

t
、，‘
P

1

k

〆
¥
也
、
f

、
、
弘
、
、
ノ
、
J
、戸、
f
¥也
、
、
、
¥
¥
ノ
¥
ノ
k
ピ
ミ
d

、J
、》
ra
、
H
r
¥
J
¥
〆丸、
J
、、，、、

中
関
哲
向
学
概
論
並
特
務

中
路
思
想
史
演
習
(
易
経
)

中
関
思
想
史
演
習
〈
老
荘
〉

ハ
論
語
集
一
託
〉

ん
V-
1
-
、1
1

ヰ
際
主
選
史

中
間
文
皐
演
習
(
唐
詩
選
〉

日
本
漢
文
腕
午
演
習
〈
凌
雲
集
)

中
関
一
一
一
一
同
組
問
皐
概
論

中
慰
安
是
川
島
ナ
務
諮
(
史
記
の
文
法
〉

中
関
ヰ
一
一
口
一
詩
的
事
演
習
〈
老
合
、
埠
訪

中
関
文
皐
概
論

中
関
文
謬
抑
留
(
社
前
〉

。

(

繋

迅

研

究

〉

中
関
一
山
川
島
ナ
演
習
(
児
女
英
雄
停
)

中
間
文
事
訴
説
(
宋
代
〉

者
能
率
〈
漢
籍
〉

金
文
僻
大
系
、

次

競

原

稿

募

集

左
辺
に
よ
っ
次
競
第
二
十
三
銃
の
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

援
っ
て
御
捺
募
下
さ
い
っ

一
、
締
切
昭
和
三
十
九
年
一
月
末
日

て
枚
数
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
内
外

一
、
採
否
委
員
命
掲
げ
い
御
一
任
下
さ
い
。

I、ノヘ-"，円、〆町、ノヘJ戸、〆、ザJ、

話言

会E

音l)
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O
東
京
教
育
大
率
漢
文
属
一
舎
々
刻

一
、
本
曾
は
東
京
教
育
大
事
漢
文
感
舎
と
郁
し
、
事
務
所
を
東
京
教
育
大
串
漢

文
等
研
究
室
に
置
く
。

二
、
本
禽
は
漢
文
率
及
び
漢
文
敬
育
の
研
究
と
普
及
と
を
悶
る
の
が
目
的
で
あ

る。

一
二
、
本
禽
の
愈
員
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

ー
東
京
教
育
大
暴
漢
文
皐
及
び
東
京
文
迎
科
大
率
、
東
京
高
等
師
範
附
学
校

の
漢
文
感
関
係
数
宮
(
退
官
者
を
含
む
)

2

東
京
敬
育
大
事
漢
文
準
大
的
学
院
中
関
古
典
会
皐
専
攻
間
半
生
及
び
卒
業
生
、

並
に
東
京
文
理
科
大
暴
漢
文
郎
学
専
攻
卒
業
生

3

そ
の
他
人
禽
を
希
望
す
る
者

問
、
本
曾
の
主
な
事
業
は
左
の
泡
り
で
あ
る
。

ー

総

命

同

年

一

間

2

例

愈

年

約

七

間

3

命
間
報
及
び
禽
員
名
簿
の
渡
行

4

そ
の
他
必
嬰
な
事
項

五
、
本
命
聞
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

六
、
委
員
長
は
本
禽
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
替
に
蛍
る
。

委
員
は
委
員
曾
を
組
織
し
舎
の
研
究
曾
計
庶
務
を
分
権
す
る
。

七
、
委
員
長
は
委
員
一
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
は
東
京
教
育
大
事
勝
一
生
中
か
ら
五
名
、
そ
の
他
か
ら
若
干
名
〈
一
般

愈
員
よ
り
四
名
、
及
び
東
京
教
育
大
築
助
手
〉
を
曾
-
員
の
互
選
〈
事
件
一
委

員
は
畢
生
の
万
一
選
〉
に
よ
っ
て
選
挙
す
る
。
そ
の
任
期
は
二
年
(
畢
生
委

員
は
一
年
〉
と
す
る
。
但
し
重
任
は
義
し
支
え
な
い
。

八
、
禽
員
は
食
費
年
額
四
古
菌
、
(
砲
し
朗
学
生
は
半
額
〉
を
約
め
る
。

九
、
本
愈
曾
則
の
鑓
一
史
は
委
員
禽
の
審
議
を
総
て
総
命
問
中
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後

「

H
M

Z
Z
R
 

つ
昨
年
に
引
き
航
き
、
本
年
も
愈
報
を
溌
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
禽
n
県

議
氏
の
与
力
樹
よ
り
す
る
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。
今
後
命
ん
三
郎
ぶ
M

渡
良
の

た
め
御
協
引
を
お
版
い
い
た
し
ま
す
。

。
本
年
も
キ
に
し
て
、
一
以
京
都
内
の
共
立
批
で
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
、
誠
事

好
都
八
月
ハ
で
あ
り
ま
た
。
珠
に
が
…
字
、
が
自
由
に
使
え
て
う
れ
し
い
。
渡
行
期
日

も
脇
、
守
L
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
共
立
祉
に
針
し
探
誌
の
謝
立
を
表
し
ま

す。

(
鈴
木
・
今
井
〉

漢
文
皐
命
間
々
報
第
廿
二
銃

昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
日
印
刷

昭
和
三
十
八
年
五
月
廿
五
日
夜
行

ハ
非
寅
品
〉
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